
有馬のヒントに。 ( 2019年 12月21日号 )

先週の2歳雄馬のG1が

今週のメインレースだ、と想定して、有馬のヒントに ?

なんとか取りたいとか儲けたいの心で見ると

テレビやネットなどから色々な情報が入って来て

2番3番6番8番12番のどれが勝つのか、と戸惑う事になる。

一般の競馬ファンというのは、個人としての根拠など何もないから

そうしたマスメディアの情報と人気に、毎回惑わされてしまうのだ。

その点からも、我々QDNを活用する者は、人気に惑わされたり、

馬の戦績を見てどの馬が強いのか、などとやっていてはダメなのだよ。

レースコメントでも少し書いたが、馬主のここまでの流れとか

土日の厩舎の流れを調べる事の方が、他の人に比べれば、遥かに勝率は高くなる。

6番8番は何を見ても誰もが買えるが、9番がらみの馬券はQDN以外、誰にも買えない。

この3頭を、QDN的思考で紐解いて行くと以下のようになる。

1着の6番サリオスを紐解いて行くと

土曜日の中山7レース、16番のヴィクターバローズ 1.8倍の断トツ人気で　7着

もし、ここも勝っていたならば、G1の6番サリオスの方は危ない、と見て軸には出来なくなる。

土曜日の中山9レース、1番サクラトゥジュール　1番人気なので、もしここも勝っていたなら同じ。 

土曜日の中山12レース 13番アヴィオール 、人気薄で8着なので　安心

土曜日の中京10レース 1番サトノマックス 、3番人気で　3着なので　安心



日曜日の中京8レース、8番グルファクシー 人気薄で　12着

日曜日の阪神9レース、7番ブーザー　4番人気で　14着

日曜日の阪神11レース、そして本番　6番サリオス　1番人気で　1着　馬主シルク

次に　2着の8番タイセイビジョン を紐解いて行くと

土曜日の阪神3レース、1番クールインパクト　人気薄で　7着

土曜日の阪神8レース、4番オーヴェルニュ 、2.3倍の断トツ人気で　4着

日曜日の中京6レース、  3番フィナールショコラ　人気薄で　7着

日曜日の中京9レース、16番サンキューユウガ　1.9倍の断トツ人気で　3着

日曜日の中京10レース 12番ケイアイワイ　3番人気で　9着

日曜日の阪神11レース、そして本番　8番タイセイビジョン　2番人気で　2着　

日曜日の中京12レース、11番タイセイモナーク 　2番人気で　1着

次に3着の、誰も買えない14番人気の9番グランレイ を紐解いて行くと

長くなるので、省略して端的に書いて行くが

土曜日の阪神10レース、1番の タンタラス は 、1.9倍の断トツ人気で　4着

日曜日の阪神11レース、そして本番　9番グランレイ　14番人気で　3着　複 2360円　

つまり、断トツの1番人気で消えるというのは

もう犯罪に近いイカサマなのだから、その対価に注目すべき、という事なのだ。

馬の事よりも厩舎の動き。常にこうだとは限らないが、儲けるには

面倒でも  QDNを活用する以上はこのくらいの努力は必要なのだよ。

少なくとも、専門家や一般人らの馬券感覚よりは、遥かに高確率なのだから。



相変わらずテレビやネットでは

もっともらしく、あれが強いのこれが弱いのと言う話で盛り上げるが

長い事QDNにいる人なら、そいつらがどれほどにレベルの低い連中かはもう分かると思う。

競馬を離れた冷静な目で、世の中の全体図を見てご覧

仕事で得る収入以外で儲けるという事が、もうどれほどに大変な事かを。その大変さの

分からぬ人達が、次から次へと詐欺師らに騙され続け、投資と評して大損コイているのだよ。

ダービーと有馬記念は、新規の馬キチを集める為の登竜門だから　

取っ付きやすいように、あっさりとアーモンドアイ前後で決まってしまうかもしれないが

せめて我々だけでも、QDNのプライドとして、他の馬から買う  という心意気は必要だと思う。

新馬から全レースを見て、あまりにも爆発力のない馬なので人にはお勧めの出来ない馬だが

天馬は金曜日の現時点では14番のヴェロックスから遊んで見ようかなと思っているがさてさて。

1着は無理、2着も危ない、川田と中内田と金子の先天的な強運で、なんとか 3着にという希望。

前売り　1.3倍のアーモンドアイが、消える可能性は、まったくのゼロ、ではないと思う ?

以前、牝馬なのにダービーを勝ち、他にもG1を7個も取ったウオッカという最強牝馬とダブル。

それが有馬記念で11着。その敗因は初中山だった事。1.3倍のアーモンドアイも今回が初中山(笑)

まぁ有馬記念だけがレースじゃないので、48レースの中の一つ、として楽しめれば良いと思う。

有馬が終っても12月28日には、無理やりG1にしたホープフルSが　まだ残っている。ただ銀行に

12月27日までに振込んでいないと、12月28日と1月5日の馬券はパットで買えないのでご注意を。

本年度の最後に

ある方への返信で送ったメールを ?

2020年度は

1月4日(土)のデータ引き出し開始から

1月5日(日)の中山・京都の金杯からスタートです。 良いお年を



勝負は常に時の運

しかしその、時の運が来ても

他の資料では、以下のような馬券は、絶対に取れません。

なぜなら、専門家らが一切印を付けられないド無印の馬だからです。

そんな、誰にも買えない馬が、色付になるデータ

こんなデータは世界中を探し回ってもどこにもないのですよ。

なのに、会員の貴方が、なぜこれらを取れないのか

それは、儲けなきゃ儲けなきゃという、あせりと欲望で

折角の色付の人気薄に、目が行かなくなっているからですよ。

12月21日号のコメントの、一番最後の部分をもう一度読んで

あせらずに、もう少し心に余裕を持って下さい。ウソみたいに

取れる日が必ず来ます。儲けなきゃの解放から、活力としてのQDNに・・・・

これは天馬ではなく

広島のお兄ちゃんの

お手柄

2番は色付のB2ですからね

天馬をゴッホにしないよう

この現実を、広めましょう (笑)



本日も晴天なり

ひとレース100円、千里の道も一歩から

13番は、色付のB1で

相手の5番はA1ですよ。

取れない訳がないでしょう。

儲けなきゃの精神的解放から、活力　としてのQDNの心になれば。ね


